

















































































編「第4章 商品の実質価値と名目価値」でスミスの用語「使用価値と交換価値（valeur en usage, 








































 （第5章）「賃金の労働量を超える大きい労働量」＝ 「労働の剰余」（第3節b） 
「断層」（論理的・歴史的転化）は『哲学の貧困』第1章の第1節と第2節の間にある。マルクスは
『第一草稿』執筆中に８つの表題をつけて「『国富論』第2ノート」をとる。







 （第5章・第6章）論理的歴史的転化＝ （第1節 方法「7つの考察」）
 （第10章）「Ⅲ .労働と資本の様々な用途」＝ 「分業と機械」（第2節）
 （第9章）「Ⅱ .資本の利得」＝ 「競争と独占」（第3節）
 （第11章）「Ⅳ .地代」＝ 「土地所有、即ち地代」（第4節）


















































































































































































4 4 4 4
（dépréciation）の法則となる。それだけでない。単に市場にもたらさ
れる商品についてばかりでなく、生産用具やひとつの工場全体についてもまた、価値低下
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（the entire cost of production）によって決定されるであろう。しかも相等しい価値はつねに相等
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
しい価値と交換されるであろう










（p.53 : 訳102）。「交換の不平等は、所有の不平等の原因である（Inequality of exchanges, as being 











































































































「貨幣は、一つの物（une chose） ではなくて、一つの社会的関係（un rapport social）である。
貨幣の関係が他のあらゆる経済的関係、たとえば分業などと同じように、一つの生産関係（un 






諸関係の全連鎖（tout l’enchaînement des autres rapports économiques）に緊密に結びついている。
この関係は個々人的交換（l'échange individuel）と全く同様に一定の生産様式（un mode de 










































































一般的に対立する多くの極（a, b, c, d, ……）が「中間項」＝媒態（a’）に止揚されると、他の各々





相互に自己の固有性を主張しつつ対等な関係を結ぶ多くの極（a, b, c, d, ……）は、「直接的な二
者関係」（a＝b,  b＝c,  d＝a, ……）から多くの極（b, c, d, ……）とそれらの極を媒介する媒態（a’）
の「三者関係」（b＝a’＝c,  c＝a’＝d, ……）に転態する。媒態（a’）を中心（center）として、極















『哲学の貧困』の後半である第2章は「第1節 方法」・「第2節 分業と機械」・「第3節 競争と独占」・




























































































「個人の人格的関係行為は物象化され疎外されずにはおかないし（sich versachlichen, entfremden 
muß）、また同時に、個人から独立した交通によってつくりだされた力（Macht）として、個人
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諸
土地の諸生産物の相等しい価格

























































































































生産手段の共通占有 ― を基礎とする個々人的所有（das individuelle Eigentum）を再建する」。50）
上の引用文の後半は『哲学の貧困』第1章第2節のつぎのブレイからの引用文に重なる。
「我々の社会（notre société）は、いわば、より小さい株式会社（plus petites sociétés par actions）
によって構成される一つの大きな株式会社（une grande société par actions）になるであろう。
……我々の新しい株式会社制度（notre nouveau syteme de société par actions）は、共産主義に到
達するため現在の社会に対して行われた一つの譲歩、生産物の個々人的所有（la propriété 
individuelle des produits）と生産諸力の共同所有（la propriété en commun des forces productives）
とを共存させるように取り決められた一つの譲歩にすぎないものである」（p.58 : 訳108頁）。
上の引用文のボールド体の部分は、つぎのブレイの原文のフランス語訳である。
“……the joint-stock modification, by being so constituted as to admit of individual property in 








（common property in productive powers）」を『哲学の貧困』ではそのまま「生産諸力の共同所有（la 






























 ［m + v （1 - 1 / a）］ / ［c + v / a］→（v + m） / c 




















4）MEGA, IV/2, 1981, S.332-386.






7）本稿における『哲学の貧困』からの引用は、マルクス自家用本の再版本、Misère de la Philosophie, Fac-


















































（IV/1）, Dietz Verlag Berlin, 1976, S.20; Marx Engels Werke,Bd.40,S.38. 『マルクス・エンゲルス全集』第40
巻（岩崎充胤訳）、35頁］。















































51）J. F. Bray, Labour’s Wrong and Labour’s Remdy; or, The age of might and the age of right, Leeds, published by 




同所有：初版ではイタリック体、第2版ではローマン体）がフランス語版で la possession commune （共
通占有：ローマン体）に変更され、エンゲルスがドイツ語第3版（vg1. MEGA, II / 8, 1989, S.713）以後
その変更をドイツ語Gemeinbesitz（共通占有：ローマン体）に訳してからのことである。なお、廣西元
信はマルクスのこの変更をプルードン説への接近と捉えているが、むしろブレイ説への接近であろう。
マルクスが『哲学の貧困』で指摘するように、プルードンの『所有とは何か』（1840年）や『貧困の哲
学』（1846年）より前の1839年に、ブレイはその将来社会像を示していたのである。
